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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月16日(2016.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレートスライドシステムを備えるバンド装置を備えるヘルメットであって、
　前記プレートスライドシステムが、
　プレート部材と、
　前記プレート部材を所定の向きにスライド可能に取り付ける基体とを備え、
　前記プレート部材は、前記プレート部材に前記所定の向きに作用する外力によって、
　前記基体に対して前記所定の向きにスライドすることができるが、
　前記プレートスライドシステムが、更に外力相殺手段を備え、
　前記外力相殺手段が、前記外力を相殺する外力相殺機能を有し、
　前記外力相殺機能が機能すると、前記外力が所定値になるまでは、
　前記外力相殺機能が解除されないように構成され、
　前記プレート部材が、前記プレート部材に固定された作用点部位を備え、
　前記作用点部位に前記外力が作用するように構成され、
　前記プレートスライドシステムが、更に作用伝達手段を備え、
　前記作用伝達手段が、前記作用点部位に前記外力を作用させるように構成され、
　前記プレートスライドシステムが、更に操作手段を備え、
　前記操作手段の操作によって、前記作用伝達手段が前記作用点部位に前記外力を作用さ
せるように構成され、
　前記操作手段を操作しないで、
　前記作用伝達手段が前記作用点部位に前記外力を、前記所定の向きに作用させた場合に
、
　前記外力相殺機能が解除されないように構成され、
　前記作用点部位が、前記プレート部材上に固定されたラックで構成され、
　前記作用伝達手段が前記ラックに噛合するピニオンで構成され、
　前記外力相殺手段が、回転部材と、前記回転部材を収容する前記基体に形成される内向
ラックとで構成され、
　前記ピニオンが前記回転部材に連動して回転するように構成され、
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　前記回転部材が、前記内向ラックに係合する、前記回転部材の外周面に形成された係合
部２を備え、
　前記係合部２が前記内向ラックに係合する位置で、前記外力が相殺され、
　前記外力が所定値になるまでは、
　前記係合が解除されないことによって、前記外力相殺機能が解除されないように構成さ
れ、
　前記係合部２が、前記内向ラックに係合する止め爪を備え、
 
　前記操作手段が、回転式操作部材で構成され、
　前記ピニオンが、前記回転式操作部材に連動して回転するように構成され、
　前記回転式操作部材の操作が、前記回転式操作部材を回転する操作であり、
　前記回転式操作部材及び前記回転部材がそれぞれ係合部を備え、
　前記回転式操作部材の係合部が前記回転部材の係合部に係合して、
　前記操作をすると、回転式操作部材に連動して回転部材が回転するように構成され、
　前記回転式操作部材の係合部がピンで構成され、
　前記回転部材の係合部が前記回転部材の外周の内側に形成されたカム溝で構成され、
　前記ピンが前記カム溝に係合して、前記回転式操作部材を前記回転部材に連結して前記
回転部材を連動させるように構成され、
　前記外力相殺手段が、前記回転部材を前記所定の向きに関連する一つの向きへの回転を
許容し、前記一つの向きへの回転とは反対の他の向きへの回転を規制する、内向ラック式
のラチェット機構からなり、
　前記ラチェット機構が、
　前記回転式操作部材を操作せずに、前記ピニオンを前記他の向きへ回転させようとする
と、
　前記係合部２と前記内向ラックの係合が解除されないことによって、前記反対の向きへ
の回転が規制されるように構成され、
　前記ラチェット機構が、
　前記回転式操作部材を操作して、前記ピニオンを前記他の向きへ回転させようとすると
、
　前記係合部２と前記内向ラックの係合が解除され、前記他の向きへの規制を解除するよ
うに構成され、
　前記回転式操作部材を操作して、前記回転式操作部材を前記他の向きへ回転させたとき
、前記ピンが前記カム溝に作用して、前記止め爪を引き込んで、前記係合部２と前記内向
ラックの係合を解除して、前記他の向きへの規制を解除するように構成され、
　前記バンド装置において、前記プレート部材がベルトと一体化されているヘルメット。
【請求項２】
　前記バンド装置が、前記ベルトとバックルとを備え、
　前記バックルが、前記基体及び前記外力相殺手段を備える請求項１記載のヘルメット。
【請求項３】
　前記バックルが、更に、前記作用伝達手段を備える請求項２記載のヘルメット。
【請求項４】
　前記バックルが、更に、前記回転操作手段を備える請求項３記載のヘルメット。
【請求項５】
　前記回転式操作部材が、バックルの外部に構成されるダイヤルを備える請求項４記載の
ヘルメット。
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